











































には、 トンネノレの盤に IAUSCHWITZWIELICZKAJ とし、う文字をくり抜いた作品があると
I石田勇治『過去の克服ヒトラー後のドイツ』白水社、 2002年。
2 この問題に関するドイツ諮の先行研究は枚挙に暇がなく、注4で挙げた 2006年の論集はそのひとつと





は、 1，90メー トノレの高さの石鹸で、で、きた通路で、 1993年のベネチア・ビエンナーレで初め















のは、彼女が言及している 1994年のオランダの展覧会において、 )1慎路の最初と最後に f:;p
鹸の通路j が設置され、実際に訪問者がその通路を一方通行で通るように展示室が作られて





h均 :llchemodan.jp/chemodan_ no051 (2015年 2月 17日間覧)
4以下のニつの論文の情報をあわせて参照した。加須屋明子「自然か文化かー忘却時代における現代美術
の一考察JW美学J第 51券第3号、 20001'j三、 25-34賞、 29 Catherina Winzer: Perspektiven in kunst1erischer 
Strategien zum Zweiten Weltkrieg in Polen. Miroslaw Balka und Zwigniew Libera. In: Frank Grば凶un即1潟巴rζ"Ur路sHef武白tri比chund 
E狂-Ieinz-蛸Di民et仕n必ch Low巴 (Hg.)よ:









7 Winzer， S.464. 




















集の題名を、 2010年のカールスノレーエの展覧会 IWirsehen dichぼくたちはお前を見るJで
はツェランの詩の題名を、そのまま展覧会の題名としている九
引用ではなく視党的な要素が詩を連想させる場合について確認しておきたい。カ







を考慮すると、 IT.TurnJ としづ題名には、 Treblinkaの頭文字 Tに画面の旋自 (Turn) の T
が並んでいるだけではなて、 ITodesfuge死のフーガ」の Tも重なり合うように見えてくる。
「死のフーガj では、「ある男」がユダヤ人を命令して地面に墓を拙らせている場面と対
比的に、 IWirschaufeln ein Grab in den Luften da liegt man nicht eng ぼくたちは空中にひとつ
9本稿ではこれらの展覧会を考察の対象に含めることはできない。キリスト教美術の展示室にパウカが櫛
のような通路を取り付けた fWirsehen dichJ援に関しては、展覧会カタログのやの JacobωFriesenによる文
章が、 Celanの詩との関連について取り上げている。 Jacob-Friesen，Holger: "Jeden Tag gehe ich auf den pfaden 
der Vergangenheit“. Zu Miroslaw Balk昌sKarlsruher Installation. In: S旬以licheKunsthall巴Karlsruhe(Hg.): Miroslaw 
Balka. Wir sehen dich. Numb巴rg:Verlag印rmoderne Kunst， S.23-41， hier S. 24，27. 









3 I BlueGasEyesJ と「τ'odesfuge死のフーガJ
2011年 10月29日から 2012年 l月813まで開催されたベルリン芸術アカデミーでのパウ
カ個展 IFragmentJでは、ナチスの強制収容所をテーマとした作品が多数展示されていた。










Er ruft stecht tiefer ins Erdreich ihr einen ihr andem singet und spielt 
er greift nach dem Eisen im Gurt er schwingts seine Augen sind blau 















が Ider Tod死J( I死神Jと訳すこともできる)と言い換えられる。
[第五連]




両目よりも 「目」とい う概念を表す表現になっている 12
「死のフーガ」の青い目の記述と、 'BlueGasEyesJを比較しながら見ていきたい。
図 l
お1iroslawBalka， BlueGasEyes， 2004， Gladstone 
Gallery， Unlimited sector， photo Andrzej 









































いだろうか。「死のフーガJでは ISchwarze Milch黒いミルクj という、白と黒を敢えて組
み合わせた言葉で始まり、「黒いミルク」を飲む行為は次々に異なる時間帯と結び付けられ
る。ミノレクを指す代名詞も三人称 Isieそれ」と二人称「お前 duJ の二種類が用いられる。
[第一連]
Schwarze Milch der Fruhe wir trin討nsie abends 






















Ein Mann wohnt im Haus der spielt mit den Schlangen der schreibt 
der schreibt wenn es dunkelt nach Deutschland dein goldenes Haar Margarete 












dein goldenes Haar Margarete 





















Es ist ein Land Verloren， 
da wachst ein Mond im Ried， 
und das mit uns erfroren， 










示している。 Rochelle，Tobias: The Discourse ofNature in the Poetry ofPaul Celan. The Unnatural World. 
Baltimore: The Johns Hopkins University Press 2006. S. 15. 
17 加須震明子は『ポーランドの前衛芸術』でパウカの作品群を多く紹介している。 IBlueGasEyesJにつ
いての箇所では(105-106貰)、「死のフーガJには言及がなく、ツェランの IAuge der Zeit時の elJの
一、組、五行闘が引用されている(引用では題名と一行自において「時の閏Jが「世界の閉Jへと誤訳さ
れている)。引用の意閣に関しては第一に、詩の閤行自 ISeinLid wird von Feuern gewaschenその険は炎で
洗われる」に誘われて「パウカの『青いガスの自』もまた、炎で清められ続けているのではないだ、ろう
か。 j という見解が、第二に、五行自 ISeine Trane ist Dampf.その諜は蒸気だ。」に誘われて
IBlueGasEyesJの塩が「たくさんの流された涙」の痕跡であるという解釈が示される。しかしこの詩に








Es sieht， denn es hat Augen， 
die helle Erden sind. 
。ieNacht， die Nacht， die Laugen. 
Es sieht， das Augenkind. 
Es sieht， essieht， wir sehen， 
ich sehe dich， du siehst. 
Das Eis wird aufersteh巴n，



























18 Celan， S.132 
19 IJパウル・ツェラン全詩集u、352-353
20本稿とはやや違う見方であるが、 FredLonkerは、第二連まで fそれj は「悶のニ子供Jを指していて、
第三連になって「それj の指示性が拡散するとしている。 Lonker，Fred: Eis， Eden. In: Jurgen Lehman (Hg.): 




ールングj論は大きな示唆を与えている。 Szondi，Peter: Durch die Enge gefLihrt. Versuch uber die 

































22 この詩の r;7にlのイメージと記憶との関連についてJlJj稿で検討した。 Miyazaki，Asako: Myth of 
Preservation: Image ofIce， Snow and Glacier as Metaphors for Memory in Post-Holocaust Literature and Art. In: 
Susanne Frank; Kjetil Jakobsen (Hg.): Archives ofthe Arctic. Ice， Entropy and Memory. Bielefeld: transcript [近刊予
定].
23一例を挙げると Beyer，Marcel: Landkarten， Sprachigkeit， Paul Celan. In: T，巴xt+ Kritik， Heft 53/54， 3.Auflage: 
Neuauffassung 2002， S.4ふ65.
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のは、「五鹸の通路」のような作品も同じである。 rBlueGasEyesJの場合はそれだけではな
く、映像と題名によって表された「青いガスの自jが二つのイメージと同時に結び、っき、さ
らにはツェランの譲数の詩との関係性を誘い込む力にもなっていた。この作品は、想起され
る人々を人種主義的なカテゴリーでくくらない、という政治的な規点を提示し、これを詩と
の相互作用の中で際立たせ、強調していると考えることができる。相互作用とはつまり、
が単に比較対象として呼び出されるだけでなく、詩の言葉があるからこそインスタレーシ
ョンの知覚体験の意味が接雑になり、そのことがまた詩の読解にも影響を与えるという、双
方向の展開が誘われたことである。
rBlueGasEyesJ r死のフーガJr氷、エデン」の三つのテクストの組み合わせはrBlueGasEyesJ
というインスタレーションに含まれている要素に誘われつつ、わたしたちが選択した設定・
戦略でもある。その結果として導くことができた読解についても、改めてまとめておこう o
rBlueGasEyesJの中に「青し、自」とし、う形象があるからこそ、 f死のフーガj とし、う詩が呼
び出され、そして f死のフーガJと比較したからこそ、 rBlueGasEyesJにおける「青い目J
が加害者・被害者のどちらのイメージとも結びつきうることの特異性と意味が認識された。
また、「死のフーガj において破ることのできない躍として現れていたものも見えてきた。
さらに、「自」が死者たちの記憶との関連で登場していると解釈しうる詩「氷、エデンj も
rBlueGasEyesJ とのあいだに意外な呼j志関係をもつことが見て取れた。死者たちの存在感
にさらされるとしづ経験が、詩においては主語の入れ替わりを伴いつつ「それは見ているJ
という抽象的な関係性として提示されるのに対・し、 rBlueGasEyesJにおいてはその関係性が
視覚的に体験できる。両作品を合わせて受容するとき、「氷」や「目の子供j などは、壁名
の死者たちをひとつのカテゴリーにくくることなしに、その存在を示す言葉であると理解
できる。ここでは、ナチスの人種主義によって定義されたカテゴリー、さらには人間集団を
名指すカテゴリ一一般を用いることが田避されている。この詩におい るいは再作
品において一一想、起を呼びかけているのは、さまざまに言い換えられる「それJなのである。
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